
ジュエリー⽂化史研究会からのお知らせ―259― 
                                 2016.9.26 
 
◎珊瑚のムシについて 
      岩崎望さんより 
 
先⽇のハンドリングゼミで話題なっていた珊瑚の「ムシ」に 
ついてお知らせいたします。 
 
珊瑚の「ムシ」 
 
珊瑚には数多くの⼩さな⽳が空いたものがあります。 
珊瑚を保管中に⾍に喰われたものと誤解する向きもありますが、 
これは海中に⽣息している時に形成されたものです。 
⽳をあけるのは、海綿です。海綿は下等な動物です。 
海綿動物のうちセンコウカイメン科に属するものは、 
サンゴ⾻格や⾙殻、⽯灰岩に酸を分泌することで⽳をあけ、 
そのなかで⽣息しています。 
因みに、⼊浴時に使⽤するスポンジは、海綿の⾻格です。 
地中海では、ベニサンゴに被害を与えることから 
問題視されています。 
⽇本では、多くの孔が穿たれた珊瑚は「ムシ」や 
「ムシクイ」と呼ばれています。 
それを⽟に加⼯したものは「すだま」と呼ばれており、 
簪などに⽤いられてます。 
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